
■政策評価の評価方法 

 政策評価は指標の数値のみでなく、各モードごとの利用回数の経年推移や利用状況の変動などを、その理由を中心に分析し、検討する。 

また、平成 28年度実績値を基準とし、以下の評価基準により◎、〇、△、×の４段階の評価をする。 

内容 評価指標 評価基準 

政策評価 市民一人当たりの

公共交通利用回数 

◎：指標が増加している。 

〇：指標が維持している。 

△：指標が減少しており、公共交通利用回数の経年推移や利用状況の分析による結果、経過

を注視する必要がある。 

×：指標の大幅な減少が認められ、即時に方向性の変更が必要である。 

 


